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１．研究計画の概要 

 

微分同相群および（連結成分の群である）写
像類群への表現、これらの群の様々な部分群
の配置、微分同相群や写像類群のホモロジー
的、力学系的、幾何的不変量を研究し、様々
な多様体上の構造を解明することを目的と
し、そのために、様々な構造を保つ微分同相
群の位相およびその分類空間の位相、微分同
相群の離散部分群の変形、微分同相群のリー
部分群の力学系理論的性質、微分同相群に付
随する亜群、写像類群の分類空間の性質、微
分同相群の力学系的不変量と幾何的不変量
に焦点を絞り、微分同相群および多様体の構
造の不変量の発見、新しい研究手法を開発を
期するとともに研究相互の関連を明らかに
する。 

 

２．研究の進捗状況 

 
［様々な構造を保つ微分同相群］につ
いては、坪井、河澄，森吉のグループ
で、［微分同相群の離散部分群の変形］
については、大鹿、金井、野田、藤原
のグループで、［微分同相群のリー部分
群の力学系理論的性質］については、
林、浅岡、金井、中山、野田、皆川の
グループで、［微分同相群に付随する位
相亜群、写像類群の分類空間の性質］
については、坪井、河澄，足助、森吉
のグループで、［微分同相群の力学系的
不変量と幾何的不変量］については、
林、足助、浅岡、大鹿、中山、藤原、
皆川のグループで共同研究を行ってい
る。また、毎年研究集会を開催し、連
携研究者との共同研究を行うとともに、

国内外の研究者との交流を深めている。 
 研究代表者は、微分同相群の恒等写像成分
の一様完全性、一様単純性について結果を得、
また、実解析的微分同相群の完全性について
の結果を得、論文として出版した。研究分担
者河澄響矢は、写像類群の特性類の研究で多
くの成果をあげ、論文を出版した。研究分担
者足助太郎は、複素葉層構造の力学系理論的
な分解、2 次特性類について多くの結果を得
た。分担者林修平は、C２級連結補題につい
ての研究結果を得た。 

 

３．現在までの達成度 

 

②おおむね順調に進展している。 
それぞれのグループでの研究成果が出て

おり、出版もされている。また相互の研究
の交流も盛んである。 
 

４．今後の研究の推進方策 
 
 これまでと同様に研究を推進していく。そ
れにより、当初目的にした研究成果が得られ
るものと考えられる。 

 すなわち、５つのテーマ［様々な構造を保
つ微分同相群］、［微分同相群の離散部分群
の変形］、［微分同相群のリー部分群の力学
系理論的性質］、［微分同相群に付随する位
相亜群、写像類群の分類空間の性質］、［微
分同相群の力学系的不変量と幾何的不変量］
について、共同研究プロジェクトを継続する。
研究集会を開催し、連携研究者との共同
研究を行うとともに、国内外の研究者
との交流を深めていく。研究の相互の新
しい関係に着目し，これを定式化し研究する。
研究成果は随時国内国外で発表する。 
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５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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